
早稲田大学・社会科学総合学術院・教授（任期付）

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８９

挑戦的萌芽研究

2017～2015

東欧世界の成立と日本：日本・東欧関係史の再構築と新たなスラブ・ユーラシア史

Emerging Eastern Europe and Japan: A new perspective from Slavic Eurasia

２０１８４３６９研究者番号：

家田　修（Ieda, Osamu）

研究期間：

１５Ｋ１２９４１

平成 年 月 日現在３０   ６ ２５

円     2,600,000

研究成果の概要（和文）：ヨーロッパからシベリアを経て極東へと至るユーラシア大陸の北半分はEU、ロシア、
東アジアという異なる地域名で区分されるが、歴史的にはモンゴル帝国、ロシア帝国、社会主義体制、近年の
「一帯一路」政策など、様々な文明が交錯する場である。日本は明治以降、東アジアへと進出するだけでなく、
次第にロシア東欧への関心と関与を深め、満州政策は北ユーラシア全体を視野に収めるものだった。本研究では
東欧と日本という北ユーラシアの両極から北ユーラシアを結びつけた人々のネットワークに注目し、トランスナ
ショナルな地域史として北ユーラシア史現代史を構想した。

研究成果の概要（英文）：Northern Eurasia, ranging from Europe to Far East through Siberia, is 
divided among the regions such as European Union, Russia, and East Asia. However, here has been a 
open space over which various civilizations and empires like Mongols, Russians, Socialists, Chineses
 had influence. Japan. following the Meiji restoration, expanding to East Asia, progressed to the 
west ward with interests in Russia and Eastern Europe. Her diplomatic policy of Manchuria was in a 
scope of whole Northern Eurasia. This research project aims to establish a new approach to Northern 
Eurasia as "transnational history" though lightening on networks of the peoples .

研究分野： 東欧地域研究
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１．研究開始当初の背景 
日本は明治以降の近代化の中で積極
的に世界と関わり、多様な遺産を形成
したが、戦後は敗戦の呪縛により重要
な正の遺産までもが検証されないま
ま放置された。とりわけ日本と東欧の
関係は、1980 年代はじめに研究対象
となっただけで、以後、ほとんど日本
の研究者の視野の外に置かれ続けた。
しかし近年は日本と東欧の双方で戦
前の関係史を見直す動きが生まれ、本
研究が構想される前提となった。 
２．研究の目的 
スラブ・ユーラシア（旧ソ連東欧）地
域は第一次世界大戦、ロシア革命とソ
連の成立、東欧諸国の独立という一連
の世界史的出来事によって誕生する。
同時期に日本は明治以来の近代化の
中で帝国形成を明瞭に自覚し、有力な
グローバル・パワーとして行動し始め、
東欧地域は日本に強い関心を抱き、実
際に国際連盟等を通して互恵的関係
が築かれた。本研究では第二次世界大
戦と冷戦により中断された日本・東欧
関係を再構築し、スラブ・ユーラシア
地域形成に日本が果たした役割を提
示することである。 
３．研究の方法 
東欧諸国及び日本の公文書館・博物館
の史資料、関係団体・個人が残した史
資料の調査を行なう。関係者や研究者
を招聘して研究会を行なう。 
４．研究成果 
ヨーロッパからシベリアを経て極東
へと至るユーラシア大陸の北半分は
EU、ロシア、東アジアという異なる
地域名で区分されるが、歴史的にはモ
ンゴル帝国、ロシア帝国、社会主義体
制、近年の「一帯一路」政策など、様々
な文明が交錯する場である。日本は明
治以降、東アジアへと進出するだけで
なく、次第にロシア東欧への関心と関

与を深め、満州政策は北ユーラシア全
体を視野に収めるものだった。本研究
では東欧と日本という北ユーラシア
の両極から北ユーラシアを結びつけ
た人々のネットワークに注目し、トラ
ンスナショナルな地域史として北ユ
ーラシア現代史を構想した。 
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